
第 26 回高齢者排泄ケア講習会

アンケート集計結果

＊ H23.3.5（金） 実施

会場： 福岡国際会議場

講習会参加者 75名／アンケート回答者 42名（回答率 56.0%）



１】性別 ２】年齢

３】職種 ４】所属施設

１】今回でこの講習会は何回目のご参加ですか？ ２】ご来場の際に利用された交通機関

■ あなたご自身についてお伺いします

■ 高齢者排泄ケア講習会についてお伺いします
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３】本日の講習会の内容について

４】本日の講演時間について ５】本日の会場について
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６】 今後、講習会で取り上げてほしいテーマやご要望など、ご意見がございまし

たらご記入ください。

・ 話を聞くだけでなく、良かったです。

このくらいの人数、時間、場所で行ってほしいと思います。

・ 理解しやすかったです。

・ この講習会を続けている理由の一つが「おむつ」。次回のテーマに期待しています。20 年

仕事をしても、使用する相手は日々違う方。商品も変わっていく中で、正しく、その人に

あった使い方をする努力を日々しているので、ぜひ参加したいです。「おむつ」から

広がる（なぜおむつなのか？こんなに枚数を使う必要があるのか？）排泄が、私の勉強

してみようという一歩です。今では、少しは排尿・排便に対して観察する目ができている

ことをこの講習のおかげと思っています。

・ 介護施設で働いています。残尿は少ないが、導尿に強い依存が見られる方も多い。CIC

導入の時期等は学べるが、継続して、受診や、本当に必要かどうかの判断等が適切になさ

れていない また 困難だと痛感します。

・ 司会の方も演者の方も皆さん排尿障害患者さんに対する配慮があふれていて素晴らしい

と思いました。

・ いつも楽しみにしています。

・ 最後の実技の時間で先生に近づいて話すことができてよかった。

・ 今回初めて参加させていただきました。わかりやすい講義内容で勉強になりました。また

機会があったら参加したいと思います。

・ とても勉強になりました。

・ 自己導尿について、大変有益な勉強会で参加できてよかったと思います。

・ CIC についてのテーマは少ないので、さらに深く追求した症例等がありましたら、また

取り上げていただきたいと思います。ありがとうございました。

・ もう少し早く開始、終了していただけると（子どもの保育園のむかえの関係で）助かり

ます。

・ 高齢者の排泄ケア・在宅で療養されている方、家族への排泄管理・ケアについて

尿留置中の方への感染予防ケアについて、尿失禁のある方、夜間頻尿のある方へのケア

・ 尿路感染に対する対応

・ 夜間頻尿（高齢者に対する）

・ ねたきりの方の排便コントロール（便秘・下痢に対する）

・ いろいろな所属施設でいろいろな職種が行っている（取り組んでいる）排泄ケアについて

の紹例



・ 各施設で行っている排泄ﾁｰﾑの取り組みの紹介 etc.

・ オムツの種類とそれぞれの利点

・ 現在、認知のある方の「オムツはずし」に困っているので、対処法があれば知りたいです。

普段知ることのできない病院のやり方を知れてよかったです。

・ 排尿障害の治療薬について

・ 乳児、小児の CIC


